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新規事業採択時評価結果（平成２８年度新規事業化箇所） 
 

事業評価結果（防災機能） 

 

 
 
 

 

事業の必要性  

災害時にも機能する信頼性の高い高速ネットワークの形成、医療アクセス負担を軽減し地域の安全・安心の確

保、ネットワーク整備により速達性を向上し観光の活性化に貢献するものである。 

評価項目 地域の課題 関連する計画 

救助活動等 

・平成 16 年の台風 23 号では、円山川の氾濫に

より国道 312 号等の浸水・通行止めが発生し、

豊岡市街地が孤立 

・災害拠点病院である豊岡病院等への県南部か

らの支援ルートが途絶えるなど、災害時に機能

する道路ネットワークの構築が課題 

※近畿圏広域地方計画（H21.8） 
・災害時に救援・救助や迅速な復旧・復興活動を円滑

に行うため、防災相互通信波等の活用、代替可能な複

数の輸送・移動経路の確保や基幹的広域防災拠点等の

整備・機能強化を図るとともに、道路、河川、港湾・

航路、空港・ヘリポート等の災害時にも機能する輸送

路等の整備・保全を推進する。 

住民生活 

・但馬地域の第三次救急医療施設は豊岡病院 

のみで、病院到着まで 60 分を超える圏域が存 

在 

・さらに、降雪時は速度低下発生により 60 分圏

域が縮小し、救命率の低下が課題 

※近畿圏広域地方計画（H21.8） 
・救急車両により患者所在地から第３次救急医療機関

まで概ね30分以内に患者を搬送できる地域又はドクタ

ーヘリが待機地から患者所在地まで概ね30分以内に到

達できる地域の拡大を図る。 

地域経済 

地域社会 

・北近畿豊岡自動車道は、京阪神地域と兵庫県

北部の但馬地域との一体化を図る高規格幹線道

路であるが、但馬地域北部ではミッシングリン

クが存在 

※近畿圏広域地方計画（H21.8） 
・日本海沿岸地域間や京阪神都市圏と北近畿等との間

の交通利便性を高めるため、鳥取豊岡宮津自動車道や

北近畿豊岡自動車道等の必要な整備を推進する。 

その他   

事業の有効性  

・当該事業の実施により、主要拠点間のリンクの評価が Dランク→Cランク（ C ランク→Bランク）に改善する

とともに、不通リンクの解消によりネットワーク全体の防災機能が強化される。 

・また、本事業において、災害時にも機能する信頼性の高い高速ネットワークが形成されるとともに、医療アク

セス負担の軽減、地域の安全・安心の確保、速達性向上による観光の活性化への貢献など有効性の高い事業と評

価する。 

道
路
ネ

ト
ワ

ク
の 

防
災
機
能 

主な区間 
改善 

ペア数

脆弱度 

（防災機能ランク） 累積脆弱度

の変化量 

改善度 

評価

整備前 整備後 通常時 災害時 

三木総合

防災公園 但馬空港 18 
（10）

1.00 
[D] 
0.40 
[C] 

0.53 
[C] 

0.33 
[B] 

▲ 425.44 
（▲ 38.21） 

0.10 
（0.02） 

0.56 
（0.09） ◎

事業の効率性 

都市計画決定、環境影響評価手続き完了（Ｈ２７．６．２３） 

※道路ネットワークの防災機能の上段の値は和田山 JCT・IC～豊岡北 IC（仮称）を対象とした場合、 

 下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果 


